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　　　　　　　　情報文化学を指向した情報処理教育 の 考 え方
ABasic 　Conception　of 　

” Info−Arts” −Oriented　Education　for　Computer　lnformation　Processing

栗本 　英和
＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　情報文化学的手法の 特徴 を現実的視点か ら考察 し
， 情報文化 学の ための 隋報処理教 育プ ロ グラ ム を試

行 した 。 情報表現 の 的確 さ，わ か りやす さを重視 した コ ン ピ ュ
ータ に よ る マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ の

制作 プ ロ セ ス は実社 会の 設計 プロ セ ス と，企 画 しそれ を農 開する意味にお い て
， 類似点を もつ

。 ケ
ー

ス

ス タ デ ィ と して 名古屋 大学キ ャ ン パ ス 情報 表示 シ ス テ ム の 仕様 策定 をあげ，情報文化学的手法の 必要 性

を具体的に例示す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Hidekazu　KURIMOT σ

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 Abstract

　　
Basic　characteristics 　of 　the　informatics　and 　arts（inlb−arts ）are　viewed 　from　some 　practicai　angles ，　An

educat ｛on 　program　of 　computer 　int
’
orrnation 　literacy　proper　intended　for　the　info−arts 　is　proposed　according 　to

this
　concepti 〔｝n ．　The　productioll　process　of　multi 　nledia 　contents 　by　computer 　work 　aiming 　at 　plain　and 　precise

expressi ｛〕ns 　of　information　is　similar 　in　planning　and 　development　to　degign　processes　in　Ihe　real 　world ，　As　a

case 　study ，　the 　dcsign　process　of　detcrmining　the　policy　and 　specification 　of　the　campus 　information　multi −

display
　system 　purchased　in　Nagoya　unlversity 　is　referred 　to　illustrate　the 　necessities 　of　methodologics 　included

in　the　info−arts．

1．は じめ に

　「情報文化」あ る い は 「情報文化学」 とい う醤

葉が会話の なか で 行 き交 うときに
， 決 ま っ て 「そ

れは どん な分野で ，何 をブ レ イク ス ル ー
で き，ど

ん な人材 を育成で きる の か ？」 とい う議論に行き

着 く。い まだ 市民権 を得て い な い 言葉 で ある ため ，

通常の 辞典で 日にす る こ とは少 な い 。 しか しなが

ら，い か に もあ りそ うな ， あ っ て も不思議で ない

言葉で ある 。 何故だろ うか 。 そ こ に は ポケ ベ ル ，

フ ァ ミコ ン
，

パ ーソ ナ ル コ ン ピュ
ー

タ とい う電子

情報機器 と，こ れ を駆使 して 行動す る ライ フ ス タ

イル の 普及が 根底に あ る と思 わ れ る 。 新 しい 情報
’1
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媒体 と して の ，マ ル チ メデ ィ ア
， イン ターネ ッ ト，

E−mai1
，　 World　Widc 　Wcb ，　 Virtual　Realityが 家 庭

に お い て も身近 な存在にな りつ つ ある今 H ，電子

情報通信機器の 出現 に よ っ て展開 され る新た な時

代の 到来 を
，

入 々 が密か に 予感 して い るか ら で は

な い だ ろ うか 。

　名古屋大学で は
，

こ う した趨勢をい ち 早 く捉 え
，

平成 5 年 10 月に 自然科学 を ベ ース に した 自然情

報学科と人 文 ・社会科学 を ベ ー
ス に した杜会シ ス

テ ム 情報学科の 2 学科か らなる情報文化学部が 発

足 した 。 平成 6 年 4 月 よ り第 1 期生 を迎え
， 平成

10 年 3月 に は卒業生 を送 り出す 。 こ れ まで の 研

究や教育の 枠紐 み をハ ー ドサイエ ン ス とす る な ら

ば
， 情報文化学部は 学際的で

， 従来 の枠組み で は

対応 で きな い 領域 をソ フ トサ イエ ン ス とよび
， 情

報 とい う切 り口か ら既存の 学問領域を横 断する よ

うなア カ デ ．ミア を目指 して い る 。 したが っ て ，情

報文化学と い う新 た な研究分野 の確立 と ともに ，
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その 教育プ ロ グ ラ ム の 構築が 急務 とな っ て い る
。

しか しなが ら情報文化学は未だ確立 途上で あ るた

め
， その 教育方法は試行錯誤 に頼 らざる をえな い 。

一
方，情報文化学部 として 学生 を受け人 れ

， 彼 ら

に情報文化学の 基礎 教育ある い は専 門教育 を行わ

ね ばな らな い 現実がある 。 その た め には何 らか の

一
貫性 と整合性が ある カ リキ ュ ラ ム が不可欠で あ

る 。 また教育機 関 と して 人材 を社会 に輩 出する 以

上，情報文化学の ア イデ ン テ ィ テ ィ が 重要 な意味

をもっ て くる 。 二 律背反の こ うした状況下 に お い

て，筆者が創設学部にお い て担当な い しは担当者

の 1 人 と して 関与 した情報処理教育 （1年次 の 「プ

ロ グ ラ ミ ン グ序論」，「パ ー
ソ ナ ル な環境で の コ ン

ピコ ．一タ利用 に 関す る 特別講義」，お よび 2年次

の 「情報処理 基礎学実習 IL 「情報処理基礎学実

習 則 ）を通 して 思考 した情報文化学 の 概念と，

それ を拠 り所として実践 した情報処理教育の 考 え

方 に つ い て報吉す る 。

　まず ， 事例 か ら出発 した
， 情報文化学的手法の

ひ とつ の 概念 を例示する 。 そ こ で の 着想か ら ソ フ

トサ イエ ン ス と して の ，情報 文化学 （lnforrnatics

＆ Arts）の 現実的枠 組み の 考 え方 を試案 す る 。 次

に 担当 して い る情報処理教育 の 実例 を紹介 し，そ

れ が リア ル ワ
ー一

ル ドの 問題 と ど うかか わ る の か
，

情報文化学的手法の 必要性 を著者が委 員長として

仕様策定 した名古屋大学キ ャ ン パ ス 情報表示 シ ス

テ ム を例 にあげて述べ る 。

2．事例 をベ ース に した情報文化学の概念形成

　情報 文化学 の 規定 の 仕方 に は現在 ， 様々 な提案

が な され て い る
：1・：・3，4」。言葉自体に多義性が あり，

使 わ れ る 背景 ， 使 う人の 資質に よ っ て 意味 あい が

か な り異なる 。 したが っ で 情報文化学の 議論が 十

分 に 成熟 して い ない 現状 にお い て は
， 大上段か ら

定義 して細部 を規定 して い くア プ ロ
ー

チ とは別 に
，

典型事例か ら出発 し て ゆ き， それ らに 共通す る 事

実か らそ の本質を探る ア ブロ
ー

チ を採用 する方が，

よ り現実的な解が得 られ る と判断 した 。 そ こ で
，

情報文化学 とは何か を直接，検討す る の で な く，

こ れ に よ っ て具体的 に い ま何が解決で きそ うで あ

る の か に注 日 した Q

2．1 情報文化学的手法の 基本概念

　情報文化学的方法 をブ ラ ッ ク ボ ッ ク ス に した と

き，そ の 入 口 は何であ り，出 口は何が期待 され る

の か を
，

工 学的千法 と対比 し た概念図 が 図 1 で あ

る 。

　原料 を反応 ・加工 して物理的 ・
機能的な価値 を

付加 して 製品 を作 る の が工 学で ある ならば
， 情報

文化学 はデ
ー

タ群 を もとに，こ れ を変換 ・処理 し

て 意味ある マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ を創 る ，す

なわち情報的価値を創製す る もの と考 え られ る 。

コニ学的手法に よ っ て
， 前者の 例 で は鉄鋼石か ら鋼

を作 り，さ らにそ の鋼 を原料 に して 高次製品で あ

る 自動 中：が作 られる 。

一方 ， 情報文化学的手法に

よ っ て
， 後者の 例で は情報素材で あ る文字と い う

テ キ ス トデ
ー

タを集めて文章に し，さ らにそ の 文

章を編集 して 小説 に する 事例が こ れ に相当する 。

その ほ か音デ
ー

タ を集めて フ レ ーズ を作 り，
さ ら

にその フ レ
ーズを編集 して音楽 に す る事例 も考え

られ よ う。
こ こ で 重要なこ とは デ

ー
タを収集し編

集する と き， ある意図を もっ て 変換 ・処理 される

こ とに よ っ て ，価値ある もの が 生成 され る こ とに

注 目 した い
。 これ を行 うの がプ ロ デ ュ

ー
サ

ー
で あ

る 。 もしプ ロ デ ュ
ーサ

ー
が存在 しな けれ ば

， 素材

デ ータ群 は単 なる寄せ 集め で あ り，そこ に価値あ

る意味 を見 い だす こ とは容易で な い 。 工 学的手法

がモ ノ を介 して 文明 を もた らす技術で ある とする

ならば，情報文化学 的手法は情報 を介 して 文化 を

もた らす技法 とも考えられる
「51

。

〔 モ ノ の 変化 蝉 的 ガ 郎 チ 　つ

．
原 料
［　 鹽一 鼎纛叢轟
［・・t ・ 1 麗 1

［蘊飄 編

區・ ・

三ケーシ ・ ン ・・扁

壓蝉

醗 禪

5　 情報あ養イ『 穩報支化学的ア ヲ百写
尸广
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一
、

一 一　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

図 1．モ ノ と情報の プ ロ セ ッ シ ン グ
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2．2 情報文化学的手法の 特徴

　 よ り具体的に検討する ため
， 素材か ら高次素材

へ の 変換プ ロ セ ス を図 2 にそ っ て 考える 。 こ の 図

は文字 から文章へ の 創製 プ ロ セ ス と，原子 ・分子

か ら製 品へ の 合成 プ ロ セ ス の 類似性を直観的に表

現 した もの で ある 。 物理 的 に は
， 原子か ら分子が

構成 され
， その 分子が集 まっ て物質が で き ， 製品

が 生まれ る 。 しか しなが ら， 分子を単に集め ただ

けで は製品 とい う機能を もつ 物質は で きない
。 所

定の ル ー
ル に したが っ て 結合 して こ そ初め て機能

が発現す る の で ある 。 重要な こ とは ，物 質の 性質

は原子 や分 予が もつ それぞ れ の 性質とは令 く異な

る 特徴 を発現する こ とで ある 。 こ れを分子集合体

とよぶ こ とがあ る 。

一
方で文章の 特性 ， 例 えば川

端康成氏の 小説 「雪國」
L6i

を考えて み よ う。
こ の

小説 の 特徴 は 「國境 の 長 い トン ネル を抜ける と雪

國 で あ っ た 。 向側 の座席 か ら娘が立 つ て來て ，…

『驛長 さあん 。驛長 さあ ん 。 』」 とい う部分に代表

され るが ，これ を細か く区 切っ て ，「トン ネル 」，

「雪國」ある い は 「驛 長さあん．1だ けで はこ の小

説の 全体性 を うま く説明で きな い
。 心理学で い う

ゲ シ ュ タ ル ト性が ，情報 にお い て も化学 にお い て

も存在す る 。 また 日本人 とい う国民性 を考 え るば

あい ，国民性 を発現す る ある サ イ ズが存在す る こ

とに も当て は まる の で はない だろ うか 。 こ の こ と

は ， 機能性が発現 する プロ セ ス の 問題は ，文系 と

呼ば れ る 領域 と，理 系と よばれ る領域の 双方 に跨

る特徴で ある こ と を示す例で ある u こ うした文理

に共通する情報的キ
ー

ワ
ー

ドを見い だす こ と で ，

情報学 を介 して 新 しい 枠組み が再構築され る こ と

が期待 される
［［’ll。

2，31nfo−Artsの発想

　こ の よ うな事例の 思考か ら情報文化学 に対する

概念 的体系化の 第 1 ス テ ッ プ と して Informatics

and 　Artsと い う ソ フ トサ イ エ ン ス の枠 組み を試案

する，、 対象に内在する メ カ ニ ズ ム を情報現象と捉

え休系化す る情報 学 の lnformaticsと，教養学の

意味の ほ か に技法 ， 芸術 とい う意味 を も併 せ もつ

Artsが融合 した分野で あ る 。 その 概念 は図 3 示 し

た よ うに 中央 の 諸科 学 として の Artsを ベ
ー

ス に

し て ，例えば こ れ ま で の 文学 ， 教育学 ， 法学，経

済学，埋学，医学 ，
工 学 ， 農学の 分類をハ ー

ドサ

イ エ ン ス とす る な らば，ソ フ トサ イエ ン ス で は対

象 とする まと ま りある 組織体 として 自然，生 命 ，

人工
， 人問と い う軸で こ れ まで の 分野 を横割式に

再編する 。 重要な こ とは こ れが バ ラ バ ラであ っ て

は ならない
， そ れ ら の 間に は情報学あ る い はシ ス

テ ム 学で 銅互 に 連係 して い る こ と で あ る 。
こ の 枠

組み では情報の構造，機能，形態 ， 意味，価値 と

い う概念の もつ 役割が鍵 となる 。 また プ ロ セ ス 指

向，オブ ジェ ク ト指向 ， 解析型方法論，統合型方

法論な ど の 概念 も貢要な切 りN で ある 。

文　章

学
段　落

爭
文

製　品

　

　

質

↑
　

　

物

　　　　　　　肇
tl
／

嚶、 1緲 分
・
礫 合体

　 　 　　 　 1機能集含捧｝

単 語 晶

肇　  

文 字　00

分 子

　

　

子

令
　

　

原

図 2．機 能発現の プ ロ セ ス

図 3． ソ フ トサ イ エ ン ス の 枠組 み
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2．4 情報文化学に お ける情報処理 の 形態

　情報文化学が ，独立 し た学問体系を有するな ら

ば，それ固有 の 手法 や方法論が 存在する はず で あ

る 。 た とえば，類似 する情報科学 ， 情報工学 も し

くは情報学 と比．較す る と き
， 情報文化学の ア イデ

ン テ ィ テ ィ の 位置づ けを明 らかにす る必要が ある 。

とくに情報文化学 を専門分野 と して 卒業す る学生

に と っ て は
，

こ れ ら の 違 い を第 3者に わ か りや す

く説明する こ とが要求 され る ため ，極め て 切実か

つ 現実的な 問題 とな っ て い る 。 学生 か らの 質問 に

対 して は，筆者は概念が 定着 して い る分野 を例示

しなが ら，情報文化学の 位置づ けを次の よ うに説

明 して い る 。 情報科学が 人間の 脳の 機能 を ハ ー ド

として具体化 する こ と を究極 の 目的 と し，情報工

学 は こ れ を装 置 として 具現化す る こ と で 文明に 寄

与する分野 と考 えるな らば，情報学 は人間の 脳で

い えば その 1［rを流 れ るデ
ー

タ の 収集，伝送 ， 処 理 ，

蓄積，検索など ソ フ ト的な機構 を解明する こ とを

究極の M 的 と し
， 情報文化学は情報をベ ース に価

値を創製 し，具現化された もの が 文化 に頁献 して

い く分野で ある と応えて い る 。

　 こ の よ うな枠組み を想定す る とき，情報文化学

にお い て扱 う情報 は
， 数値 ， テ キ ス ト　（白然

．
言語

お よび人工 言語）の ほ か，図形，画像 ， 音声 まで

含め たマ ル チメ デ ィ ア 情報 とな る 。 そ の マ ル チ メ

デ ィ ア 情報処理 にお い て基本的な要件は早 さ ・正

しさ に加 えて ，情報表現 の 的確 さ
，

わ か りや す さ

で あ る 。 なぜ な ら コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に おける情

報 は発信者の 意図を受信者 へ 正確 に伝 える ため の

重要な道具だか ら で ある 。

3．情報文化学 と情報処理 教育

　情報文化学 を指 向した情報処理教育 を実施す る

ばあ い ，それが情 報文化学の 特徴や手法 と密接に

結び つ い た もの で な くて は ならない
。 目指す 目的

が 従 来の 情報科学や情報⊥学 と異 なる 以．上
， 情報

教育プ ロ グ ラ ム もまた異 な っ た もの に な るは ずで

ある 。

3．1 基本的な考 え方

　教育プ ロ グ ラ ム と して ま とま りのあ る もの とす

る ため に，次の 事項 をまず検討 した 。

6

い つ か役に立つ 　役｝ご立ちそ う　　ず ぐ役に 立 つ

瞬 劃 拗 向璽
1
「「壷

「
．
知識獲得 ．　匸思遂壅亟］　　　実輝塗壑ヨ

璽 ］
』

』…嘆醐 」　「票盤コ

　　　　　　　　）
図 4．現実 を意識 した情報処理教育の考 え方

　 ・何 の た め の 情報教育か ？

　 ・何を理解 させ る こ とが重要で あるか ？

　 ・それ ら を どの よ うな形で具体化するか ？

なぜ な ら，まず伝えた い こ とがあ っ て 先生 （教官）

が 存在する 。 次に
，
そ れ を聴きた い 受講生 （学生）

が 存在する 。 問題 はい かに先生 の想 い を
， 受講生

へ 伝えるかで ある 。 図 4 に 示 した ように，こ れ ま

で の 「い つ か役に たつ 1 とい う知識獲得型の 授業

か ら，「役 に立 ちそ う」 と感 じ させ る ある い は知

的好奇心 を増幅させ る，思考展開型 の授業方法の

導入 を企 図 した
［71

。 その ひ とつ と しで 晴報に よる

価値 の 創造 を主題 に した課題 として ，意図す る も

の を的確に，わか りやす く表現す る情報処理実習

を行 っ た 。 ア イ デ ィ ア の 創出か ら，設計，制作 ，

表現 とい う
一連 の プ ロ セ ス を習得 させ

，
そ の 結果

と して 作品 と い う情報成果物 （マ ル チ メ デ ィ ア コ

ン テ ン ツ）を制作 し，情報的意味 を評仙す る の で

ある。

3．2 コ ン ピ ュ
ータ シ ス テ ム の 概要

　 こ うした実習 を行 う道具 と して 本学部が有す る

コ ン ピ ュ
ー

タ シ ス テ ム を用 い るが ，そ の ほ か必要

に応 じて全 学施設で ある情報処理教育セ ン タ
ーの

Unix ワ
ー

ク ス テ
ーシ ョ ン シ ス テ ム も活用 して い

る 。 主要 な設備 は以 下の 2 つ であ る

　 マ ル チ メ デ ィ ア 対応 パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タシ

ス テ ム は ノ
ー

ト型パ ー
ソ ナ ル コ ン ピュ

ータ 110台，

レ ーザ ープリ ン タ
ー 2 台か ら な る PC 学習 シ ス テ

ム と
，

デ ス ク トッ プ型 パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タ

13 台 ， 光磁気 デ ィ ス ク装置 13台，レーザープリ

ン タ
ー 1台， カ ラ

ープ リ ン ター 1 台 ，
カ ラ

ー
イ メ

ー

ジ ス キ ャ ナー 2 台 ，
フ ィ ル ム 入出力機器 1 台 ，

デ ィ

ジ タ ル カ メ ラ 1台 ，
ビデ オカ メ ラ 1 台，ビデ オ デ ッ
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図 5．協調作業の実習

キ 2 台 ， リム ーバ ブル デ ィ ス ク装置 1台，ワ イヤ

レ ス マ イク 1台 ，
ア ン プ 1式 ， プ ロ ジ ェ ク タ・一一　2

台，大型モ ニ タ 2 台か らなる PC マ ル チ メ デ ィ ア

シ ス テ ム か ら構成 され る 。 蔚者 は ．魯 こ 1年次 に利

用 し
， 国立 大学で は先駆的に

，
パ ーソ ナ ル な環境

で の コ ン ピ ュ
ー

タ利用 を試行 して い る 。

　 マ ル チ メ デ ィ ア ワ
ー

ク ス テ ーシ ョ ン シ ス テ ム は

管理 用サ …バ ー 1 台 ，
フ ァ イ ル ・プ リ ン タ ・マ ル

チ メ デ ィ ア サ
ーバ ・− 10 台，レ ーザ ・一プ リ ン タ・…

10台お よび 100 台 の ク ラ イ ア ン ト ワ
ー

ク ス テ
ー

シ ョ ン群 か ら構成 される 。 と くに マ ル チ メ デ ィ ア

を強化する シ ス テ ム に な っ て お り， 音声入 出力装

置 ， 画像入 出力装賀 を具備 して い る。
ソ フ トウ ェ

ア は 主た る書語系の ほ か マ ル チ メ デ ィ ア に焦点を

あて ，MPower が 導入 されて い る。 こ れ に よ りイ

メ
ー

ジ
， オー

デ ィ オ， ビデ オ，テ キ ス トデ
ー

タ を

同じプ ラ ッ トフ ォ
…ム上 で容易に加工 で きる 。 ま

た
，

マ ル チメ デ ィ ア メ
ー

ル や Shared 　X を活用 し
，

複数の ユ
ー

ザ で マ ル チ メ デ ィ アデ
ー

タ を コ ミ ュ ニ

ケ ーシ ョ ン した り，協調共同作業 を実施で きる環

境を有 し て い る。図 5 は 2 台の マ シ ン で 同 ゲ ィ

ス プレ イ両面を共有し
， 指定 された課題 を実習 し

て い る様子で ある
LS］

。

3．3 情報教育 プ ロ グラ ム

　捕報文化学部で は ユ人 1 台 と い うパ ー
ソ ナ ル な

環境 で の コ ン ピ ュ
ー タ を利 用 し，1 年生 全 員 に

「真」 の 情 報 リ テ ラ シ
ー

教 育 を 目指 した コ ン

ピ ュ
ータ教育を実施 して い る 。 そ の ・

連の 講義 を

我 々 は 「情報 リ テ ラ シ ー一教育 プ ロ グ ラ ム ．．1 と呼ん

7

で い る 。 こ の プロ グ ラ ム は トッ プダウ ン 的な カ リ

キ ュ ラ ム と して存在する の で は な く， む しろ ボ ト

ム ア ッ プ的なア プ ロ ーチ で ある 。なぜ な ら講義は

担当教宮の 裁量 に委 ね られ てお り， 情報教育 に対

す る見方や考え方は必ず しも一致 しな い
。 しか し

なが ら
， 既習事項 の ＄「・1互 の 確 認 によ る教授内容の

積み上げや重複 事項の 解消 など コ ン ピ ュ
ー

タ に よ

る情報教育に関する連係 を密 にす る こ とで ，教育

内容の
．一
貫性と整合性を もたせ て い る の で ある 。

2 年次に は マ ル チ メデ ィ ア ワ ー
ク ス テ

ー
シ ョ ン を

利用 して
， 情報処理 の 基礎教育を開始す る。／年

次が パ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ータ を駆使 して 「個」 の

技能を追求する の に対 して ，2年次 は逆 に 「集団．1
と して の 性能，チ

…
ム と して の 生産性や活動度 に

力点をお い た課題 を消化す る 。 3 年次は情報処理

の 専 鬥教育と して ，「情報処理 基礎学実習 lll」お

よび 「
．
情報処理基礎学実習 1判 が 開講あ る い は 開

講が 予定 され て い る。情報文化学プ ロ パ ーな専門

科 凵と並行 して 展開 され る数値処理 ，図形処理 ，

画像処理 ， 知識処理な どの 講義に対応 した実習が

実施ある い は 計画 され
，

プ ロ グ ラ ミ ン グ tt’：A一系の

強化と と もに
， イ ン タ ーネ ッ トに 対応させ た情報

教育 を展開 して い る 。

　以 下が試行 したプ ロ グ ラ ム の 概要で ある 。

Step．1 ：情報機器 を利用す る 前 に， コ ン ピ ュ
ータ

プ ロ グ ラ ム に関す る法律一Lの 諸聞題 とい う講義か

ら出発する 。
こ こ で は附合契約，知的所有権，薯

作権な どの 情報法規に 関す る 知識の 埋 解と，そ の

セ ン ス の 育成 を教育 目的 に して い る 。 我々 は こ れ

を情報に関する リ
ー

ガ ル リテ ラ シ ーともよん で い

る 。
こ うした取組み に対 して ア カデ ミア以外 か ら

の 支援 も寄せ られ て お り，
こ れ まで 弁護．上

， 弁理

士 は じめ
， 国内の コ ン ピュ

ー
タ ベ ン チ ャ

ー企業，

マ ル チ メ デ ィ ア の 最先端 を走る CM プ ロ デ ュ
ー

サ
ー

か ら ミ ュ
ージシ ャ ン の 経歴 を もつ マ ル チ メ

デ ィ ア の 起業家に至る ，現場の 最先端で 活躍 され

て い る方 々 の 講演が行われ ，リ ア ル ワ
ール ドを意

識 した情報教育を実践 して い る。

S1cp．2 ：情報 リテ ラ シ ー
教育プ ロ グ ラ ム を構成す

る 「プ ロ グラ ミ ン グ序論」， 「計算機基礎」，「プ ロ

グ ラ ム 設計 L 「知的生産論」の ほ か 「外書講読」

にお ける パ ーソ ナ ル コ ン ピ ュ
ー

タ の 実習を通 して
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GUI に よる コ ン ピ ュ
ータ の 基本操作 と情報 の 解析 ，

表現 ， 処理
， 統合 に つ い て の 基本概念を学習 し，

マ ル チ メ デ ィ ア ドキ ュ メ ン トを製作す る 。

Step．3 ：コ ン ピ ュ
ー

タ実習 と して 「情報処理 基礎

学実習 1」お よび 「情報処理 某礎学実習 1亅」が 開

講 され る 。 実 習 ⊥で は マ ル チ メ デ ィ ア ワ
ーク ス

テ
ーシ ョ ン の フ ァ イル 操作 ，

デ ータや フ ァ イ ル の

構造 ， 操作環境 の 設定な どの 作 業を通 して ，Unix

オ ペ レ
ー

テ ィ ン グ シ ス テ ム を理解す る 。 また電子

黒板 ッ
ール を使 い ，お絵か きか ら画像

・音声情報

の 取込み と加工 まで の 実習 を通 して ，マ ル チ メ

デ ィ ア情報 の 表現方法 とそ の デ
ー

タ の 共有化 を体

験す る 。 さ ら に Ftp に よ る フ ァ イ ル 転送操 作，

ニ ュ
ース サ

ーバ
ー

を利用 した情報交換 ，WWW に

よる情報検索な ど次第に情報学 を意識 した教育内

容 へ と展開 して ゆ く。 実習 πで は チ
ーム ワ

ーキ ン

グ とい うプ ロ ジ ェ ク ト形式で 実習 を運営 して い る 。

現在，コ ン ピュ
ー

タア ニ メ ーシ ョ ン を作成する 「グ

ラ フ ィ ッ ク ス プ ロ グ ラ ミ ン グ」， 音 声 と動 画 に よ

り物語 を制作する 「マ ル チ メ デ ィ ア 情報の オ
ーサ

リ ン グ」， テ キ ス ト
， 画像，音声で 価値 あ る情 報

をWWW ペ ー
ジで い かに構成す るか を問 う 「イ ン

タ
ーネ ッ トへ の 創製情報の 発信」 とい う3 つ の プ

ロ ジ ェ ク トを消化 し，それぞれ の 成果 を作品 とし

て完成 させ る もの で ある 。

　 情報 文化学部で は．こ うした コ ン ピュ
ー

タ に よる

情報処理教育 を通 して
， 情報の 表現，情報の 蓄積

と整理，情報の 検索 と統合 ， 概念の 形成 ， 価値 の

創 造へ と展開 し，情報の 本 質を体得さ せ る こ とが

本学部 の 創設理 念を具体化する ひ と つ の 解 と考 え

て い る 。
こ れ は従来の ス キ ル 」P心の 情報教育 と大

きく異なる 点で は な い だ ろ うか 。我々 は情報の も

つ 意味を考える こ とで 「価値 を創造 し，マ ル チ メ

デ ィ ア文化 を魁 る」よ うな先進的な教育 ・研 究 と

人材育成 を目指 し て い こ うと して い る。

3．4 教育効果 の 評価

　試行 した情報教育は プ ロ グ ラ ミ ン グベ
ー

ス の 教

育 と質的に異なる ため ，それ に よる効果 は計 りが

た い
。 現在，制作作 品の 完成度 と制作プ ロ セ ス の

ア ク テ ィ ビ ィ テ ィ を評価対象と して い る 。 定性 的

な レベ ル の 解析 で はある が
， 講義や実習に臨む学

8

生 の 意欲 と熱心 さは通常 の授業形式 と比 べ て 相対

的に 高い こ とが ，講義担当者お よび講義 を参観 し

た教官か ら報告 され て い る 。 また成果物の 完成度

が商品価 値をもつ レベ ル に達す る もの も現 れ てお

り，自発的 なア クテ ィ ビ ィ テ ィ に よるチ
ーム ワ

ー

キ ン グ が高 い 教育効 果 をもた らすこ とが わ か っ て

い る 。

4．名古屋 大学 キャ ン パ ス 情報表示 シ ス テ ム

　以上 に述 べ た情報文化学的な情報処埋教育 を通

して 実際 に何が ブ レ イク ス ル ーで きるか につ い て ，

本学の キ ャ ン パ ス情報表示 シ ス テ ム の 設計事例か

ら考察 し
， 情報文化学 として扱 うべ き現実的な課

題 を考える 。

4．1 キ ャ ン パ ス 情報の 集中化の必要性

　本学で は平成 5 年度で教養部を廃［ヒし，四年
一

貫教育を開始 した 。 それ に と もな っ て 学生 は入学

時か ら共通教育棟 で の 全学共通科目と各学部棟 で

の 専 門科 目を同
一
口に履修す る こ と も少な くな い

ため ，開講される講義棟 間の 往来が頻繁に行われ

る ように な っ た。そ の ため 共通教育 と学部 に関わ

る教務連絡事項 を迅速か つ 円滑 に学生へ 周知する

必要が生 まれ た 。 従来の 張 り付 け式掲示板 を電子

情報化す る整備計画が 立案 させ
， 本シ ス テ ム はそ

の
一環 と して 導入 され た 。

42 情報表示 シ ス テ ム の 概要

　本 シ ス テ ム は掲 示板形式 の イ メ
ー

ジ ボ
ー

ド 10

台，得た い 情報 を イ ン タ ラ クテ ィ ブパ ネル と音声

ガ イダ ン ス を介 して 取 り出すイ ン フ ォ メ
ー

シ ョ ン

タ
ーミ ナ ル 1 台 ， 情報 を絶えずス ク ロ

ール しなが

ら表示する大型 モ ニ タ
ー 1台 ， その他 ， 電話回線

に よ る情報提供サービス
， 学内電話内線網 を使 い

，

遠隔地 で 情報を表示す る イメージボ
ー

ドか ら構成

され て い る 。 こ こ で は子細の 説明 を省 く。

　 シ ス テ ム の 設計にあた っ て は
， 第 1 に学生 で あ

る 利用者 に 表示すべ き情報は何 か，ど うい う表示

形態が 的確で わ か りやす い か ，それ をど こ に設 置

した ら効果的で あるか。第 2 に既設の 教務情報シ

ス テ ム と の 有機 的 な 連係 とデ
ー

タ の セ キ ュ リ

テ ィ
ー
保持が 図 られ ， か つ それ を運用する事務官
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の 業務負担が少 なく，運用面で も安定 した シ ス テ

ム で あ るか 。 第 3 に それ らを仕様書 に ど う記述 し，

意図する シ ス テ ム を入札事業者 にわ か りや す く伝

えるかで ある 。 なぜ な ら仕様内容に よ っ て 入札価

格が左右 されるか らで ある 。 図 6 は こ うした検討

に基づ い て 概念設計 ， 機 器設計か ら仕様策定 を経

て
， 実際 に導人 され た シ ス テ ム

「e］
である 。

43 設計 プ ロ セ ス にみ る情報文化学

　本プ ロ セ ス で の 重要 なポイ ン トは的確で ，わか

りや す い キ ャ ン パ ス 情報の 表示 と設計者の イ メ ー

ジを ど う仕様 として記載する か で ある ，，こ れ は試

行 して い る情報処理 実習 と共通する 問題で あ り，

情報文化学的于法が 十分 に活用で きる はずであ る 。

また意図する こと を仕様 書ある い は マ ニ ュ ア ル と

して 記述する ばあ い ，テ キ ス トと して 吉 ききれ な

い 抽象的箇所 も多 く，受注に関する トラ ブ ル も発

4tしや す い
。 とくに 既製品が な い シ ス テ ム を外注

する ばあい に は有様 書が すべ て であ る 。 しか しな

が ら，こ うした 業務 に対 して現状で は学術 的に裏

付けられ た指針 は 見あた らな く， 設計者の 経験や

勘に基づ い て 行わ れ て い る 。 さ ら に 設計業務プ ロ

セ ス で の 相彑 の 情報交換 は ，早 さや 1［iし さだ けで

な く，
［1：しい 理解を促 進す るた め の

， 的確で ，わ

か りや す い 情報表現が要求 される 。 さ ら に単なる

表現技法 として で はな く， 科学 と して 「わか りや

すさ 」や 「使 い や す さ」の 究明 を期待する祉会的

な ニ ーズ
L］°」

もあ り
， 情報文化学 が貢献で きる範

疇で ある 。

5．お わ りに

　情報は モ ノ や 入に結び つ い て 実体を成す もの で

ある 。
コ ン ピ ュ

ー
タは こ れ ま で

， 人の 作業を代替

する もの ある い は人の 方法を真似 る情報処理機械

と して 捉 え られ て きた 。 その 究極 となる考え方が

Al（Artificia1　lntctligence）とよばれ る人工 知能で あ

る 。

一
方，情報文化学に お ける コ ン ピュ

ータ はむ

しろ入 の 知的活動 を支援 し，情報表現力を豊か に

し， 知 力 を増幅 させ る 発 想支 援 機 械 す な わ ち

iA（Intelligenc。　Amplifier）と し て の 利用法 に焦点 を

あて て い る 。

　情報文化学の 体系が ｛分 にみ えて い ない 段階で

　 　 　 　 　 詩瀞

乂凝 穣
翻

　　　
燕
x 耶

　 　　　   。

鞠 ン 凋
ニ

シ陀 か F

図 6．名古屋大学キ ャ ン パ ス情報表示 シ ス テ ム
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の
，

コ ン ピ ュ
ータに よ る情報処理教育は

，
と もす

れ ば従 来 の 情報科学や 情報工 学と似 た もの とな り，

結果 と して 情報文化学的ア イデ ン テ ィ テ ィ が埋 没

する 。 しか しなが ら
，

こ れ まで 紹介 した事例 を通

して 情報 文化学を指向 した新 しい 情報処理教育の

試み は， リア ル ワ
ール ドか ら期待 され る要件に も

対処 で きる プロ グ ラ ム に な っ て い る と考えて い る。

評価 に つ い て は試行途 L で ある ため ，個 々 の試行

に つ い て 改め て 総括 し公表す る予 定で ある 。

　情報文化学 の 定義や 手法の 体系化は始 まっ たば

か りで あ り，情報文化 学部 にお い て も重 要な課題

の ひ とつ で ある 。 したが っ て ，本論文 に記載 した

試案はあ くまで もい ち個人 と して の 見解で ある こ

と をご理解 い た だ きた い 。
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